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1999年に評価認定から5年後の更新審査を2004年5月26日（水）から28日（金）の訪問審査（財団：7名、

診療担当（医師）：2名、看護担当：2名、事務担当：2名、審査リーダー：1名）並びに事前提出の書面審査として

受査し、当該財団の定める認定基準を達成しているとして条件付き認定を8月23日受けました。

本審査については、医療の質の向上をはかるために医療機関の機能を学術的な観点からあくまでも中立的に評価

し、その結果問題点の改善を支援すること

を目的とする第三者機関として設立されて

いる当該財団が実施しており、全国でも

1300程度の病院が認定されています。

更新審査受査を改めての契機として、患

者さま中心の安全で質の高い医療を提供し、

地域医療の発展に貢献してまいります。

なお、条件付き認定については、改善要

望事項が3点指摘されており2005年3月

31日までに対策を実施したのち再審査の評

価により正式認定に至ります。

9月5日（日）がんセンタ5階AB会議室

において「糖友会」主催公開講座を開催し

ました。

今回は食事療法に関して『こんな間違い・

勘違い』と題して栄養科の安部訓子栄養士か

ら、また『糖尿病最新の話題』と題して佐々

木信介先生から講演をいただきました。

今回は、充実した内容に加え、タウン紙で

のPRも行なったためか、参加者が80名とな

り大盛況でした。

今後も糖尿病に関する講演会を継続してい

く予定です。
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【がんの早期発見で、今、注目
されているPET検査の実際】

放射線診療科主任医長
中　島　光太郎

PET（陽電子放射断層撮影）は、陽電子を出す放射

線同位元素で標識した薬剤を体内に投与し、その陽電

子が組織周囲の電子と結合して消滅する際に出るγ線

を力メラで撮影する装置です。PETによるがんの診断

は、細胞の機能変化を画像としてとらえ、がんの早期

発見、小さな転移の診断や術後の局所再発の鑑別に役

立ちます。

CTやMRIが病変の形態を見るのに対し、PETは細

胞の糖代謝を測定し増殖能力の強弱を評価します。が

ん細胞は増殖が激しく、正常細胞より糖代謝が活発な

ため、多くのブドウ糖を必要とします。そこで、PET

のがんの検査では、ブドウ糖類似物質の18F－FDG

を被検者に投与し、その分布を測定すれば、18F－

FDGは、がん細胞に多く集積するので、病変の良悪性

の判別や位置が確認

できます。

検査の特徴は、１回

の検査でほぼ全身が

観察できること、被

検者の苦痛が少ない

こと、放射線被曝も

一般のがん検診に比

較して少ないこと、

などが挙げられています。

PETによるがん診断は多くのがんで有効なのです

が、腎がん、尿管がん、膀胱がん、肝臓がん、胃がん、

白血病などでは薬が集まりにくく、多くの場合、検査

が有効ではないことが報告されています。

10月1日（金）より職員が付けております胸章を更

新いたしました。

新しい胸章は、ご来院される皆さまが名前を見やす

いよう従来の胸章より名前の文字を大きくし読みやす

い書体を使用いたしました。

今後もより良いサービスが提供できるよう努力して

参りますので、よろしくお願いいたします。 胸章見本

9月9日（木）、「救急の日」にちなんで、日立市消

防本部に贈答品を贈りました。日頃お世話になってい

る救急隊員の方へ感謝の気持ちを込めて毎年行ってい

るものです。

今年は隊員の方たちが日常使う手袋を用意しまし

た。当日、岡 裕爾院長が樫村 千秋市長と面会し、贈

答品を手渡しました。

贈答品を
日立市消防本部に贈呈救救救救急急急急のののの日日日日
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【第2回ナースサロンを開催いたしました】

【市民公開講座のご案内】

9月22日（水）にがんセンタＡ会議室及び職員食

堂「オアシス」で第2回ナースサロンを開催いたし

ました。これは「院内看護師と地域の看護師とが顔

の見える連携」と「看護職のレベルの向上」を目的

として開催しているもので地域の看護師45名、院内

看護師27名の合計72名の出席がありました。

レクチャーは「院内感染対策の実際　―スタンダ

ードプリコーションの徹底―」と題しICT（インフ

第22
回�

「おじぞうさん」作　　糸井　由紀子

9月20日（月）、午後2時よりがんセンタ5階のAB

会議室で「第22回プロムナードコンサート」を開催

いたしました。今回は「ソプラノ・チェロ・ピアノで

奏でる名曲の数々」をテーマに「アメージング･グレ

ース」「ヘンデル/ラルゴ」「川の流れのように」など

ジャンルを問わず名曲の数々を披露しました。院内で

の本格的なサロン演奏に聴衆の皆さんから惜しみない

拍手が送られました。

ェクションコントロールチーム）のメンバーである大平裕子看護師長に科学的根拠に裏づけされた標準

的な感染予防策の講演を受けました。懇親会の席でも施設での感染予防の取り組みについて個別質問が

あり、あらためて感染予防策の共有が必要と認識したサロンでした。

高齢になるほど“おしっこ”の悩みが多くなってきます。

女性の悩みの代表である「尿失禁」もう年だから仕方ない…

とあきらめていませんか？そして男性の「前立腺肥大症」さ

らに近年増加傾向が見られる「前立腺がん」について専門医

からの講演です。この機会にぜひご参加いただきますようご

案内いたします。

1．日　　時　11月13日（土）

2．場　　所　日立市保健センターホール

3．講演内容　「おしっこの悩み解決!!」

―尿失禁と前立腺の病気について―

石川　悟（日立総合病院　副院長）

4．参加費用　　無料

5．本件問い合わせ先

地域医療連携室

電話：0294－23－8343
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10月から12月までの休診日は、上記の網かけ日となっております。

4

大変お世話になっておりありがとうございました。検温等を知らせるチャイムの音、心臓にひびくような

ドキッとする音です。もう少し余音の残る、やわらかな音になりませんでしょうか？一考をお願いします。

これからも益々の御発展をお祈り致します。今後とも宜しくお願い致します。

Q：

A：ご意見ありがとうございます。入院中は、不安な思いをさせてしまい申し訳ありませんでした。早速、関

係部署と相談し検討を始めました。これからも、患者さまの立場に立った改善を心がけて参ります。

2004年10月31日（日）午前10：00～午後4：00�
日立製作所 日立看護専門学校�

（1）1階部分�
　・「バザーコーナー」学生による手作り品や日用雑貨品のバーゲン�
　・「ムーミン谷のおいも屋さんコーナー」おいしいふかし芋の提供�
（2）2階部分�
　・「クッキング同好会コーナー」�
　　焼きそば、けんちん、うどん、おしるこ、チョコレートケーキ等多数提供�
　・「ハートフルナーシングコーナー」�
　　冬に向けて“風邪”についての発表、学校行事や寮の紹介及び白衣の�
　　試着、妊婦体験�
　・「からだのコーナー」口の役割、身近な病気の予防及び血圧測定、身体測定�
（3）3階部分�
　・「創作同好会コーナー」手作りによる人形劇“瓜こと天の邪鬼”�
　　　　　　　　　　　　“なきむしこねこ”を上演�
　・「手話同好会コーナー」手話で“友達の唄”“全てが僕の力になる！”を表現�
　・「演劇同好会コーナー」“赤ずきんちゃん”を上演�

1．�
2．�
3．�

開催日：�
場　所：�
催物案内�

　このたび、日立製作所 日立看護専門学校では学生自治会主催
による恒例の「おりいぶ祭」を下記の日程で開催いたします。
ご家族お誘い合わせの上、ご参加くださいますようご案内申し
上げます。�

記�

お問合せ先：
看護局総看護師長　金子　美智子

電話　0294-23-8327（直通）


